
南浦先⽣の今⽇のひとこと
教育課程論、大変おつかれさまでした。

必修の教職科目なので、１６０人を超える様々な所属の人が集まる講義でした

が、出身地が異なるなど多様なバックグラウンドをもった人たちのコミュニテ

ィだからこそ創れる学びを、みんな自身で創っていっていたのが本当に素敵だ

なと思いました。グループやペアでなにかひとつの成果をまとめるワークに限

らず、意見を交流し自身の考えや視点を広げ・深めることで、カリキュラムを

捉える眼を養ってきました。それと、教育課程、カリキュラムを大きく捉え、各

教科や学級、他の先生や地域との連携でできることを考え、望ましい方向性

を見据えたうえで、目の前の多様な子どもたちの学びを創れるような具体的

な手立て・アイデアは私自身も勉強になりました！ありがとうございました！

最後に、全７回に及ぶ通信へのメッセージ、講評をおまちしております^^

　　　　　　　　　　　　[ 制作・編集 　馬越夕椰（教育課程論TA) ]

福岡県より飯塚市教育委員会の柴⽥康弘先⽣をゲストにお招きし、福岡教育⼤学⼩倉中学校でのリアルガチの

カリキュラム実践の話を聞くことができました。飯塚市の宣伝から具体的なカリマネ実践まで盛りだくさんで

した。教師として中学⽣と対峙するときには、彼らにとって切実なものなのかどうかを常に念頭に課題を設定

したり、カリキュラムを考えていくということが⼀貫しておられました。なので、ラジオ体操に変わる北九州

市の新しい体操を考案したり、ふるさと納税のウリを押し出したり、洗濯グランプリを開催したりと様々な活

動に取り組みつつも、実際に市役所の職員に協⼒をお願いしたり、⽣徒が企業から得る評価は贔屓のないリア

ルガチな評価としてもらうなど、真正な学びを創っていこうとしていた姿勢が印象的です。

 そうはいっても、ここまでの取り組みをみて「附属だからできるんでしょ」という声をあげられる⽅も多い

と思います。また、⼩学校だとどうなるの？という疑問もあります。これらに対して学⽣同⼠で議論をしてみ

ました。すると、柴⽥先⽣も唸るほどの核⼼をついたような意⾒が集まりました（以下に掲載）。SDGsをテ

ーマに総合をやっていたときは各教科の先⽣と連携（授業交代のとき板書を残して次時の先⽣に簡単に授業共

有するなど）をして各教科でSDGsに取り組むなど、教科ごとでの横断的総合的カリマネをしていたみたいで

した。このような公⽴学校でも⼗分できるような視点は我々の貴重な学びとして書き留めておきたいと思いま

す。

あっという間に終わった（かもしれない）教育課程論で

したね。カリキュラムをどう捉え，同⾃分事としていく

かは実は授業より⼤事だったりもします。ひとりでがん

ばるのではなく，チームで，学校全体で⼈を育てていく

⽬線，これからもぜひ，⼤事にしてください。
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2023教育課程論（広島⼤学）

2コマの流れと記録

附属⼩倉中学校のカリキュラム実践から考える

編集後記

小学校のような複数の教科を

担当する先生なんかは

具体的な教科のことを想定して

考えるのも大切だね！

【カリキュラム・マネジメントの⼿引き】

drive.google.com/file/d/1xm0XlPJoTfXrk89

JpHkq0kH8SU38HDir/view

①「附属だからできるんでしょ」

公⽴学校だとできるの？に対する意⾒

②タイプA-Dの学校で「真正な学び」や

「総合的な学び」や「探究的学び」を考えてみる


